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3 月定例会は
2月 25 日（月）
開会です。

上田市議会ホームページもご覧ください。 上田市議会 検索

· ·

·

No.71
　東御清翔高等学校は、大正 12 年の開校以来、地域に根ざし
た学校として発展を重ねてきました。今回は、生徒会役員選挙
を通じて選挙の意味について意見を紹介します。
※東御清翔高等学校は、平成 28 年 2月に開催された「上田市高校生議会」
の参加校のため、今回ご寄稿いただきました。

本物の投票箱
� 東御清翔高等学校　３学年　清水　優

ゆ う か
咲

私が通う高校では、生徒会役員選挙の際、本物の投票箱と
記載台を東御市よりお借りして実施しています。実際のものに
触れる機会があるというのは恵まれているなと思います。
　先日の生徒会選挙実施にあたり社会科の先生からお話があり
ました。その中で「選挙に行くことは、立候補者の公約の中に
私たちの生活に直結した内容が盛り込まれるように、候補者に
考えてもらうことにつながるため大切」という言葉が印象的で
した。私は、18 才になり選挙権を持ちましたが、いまいち実
感が持てません。正直、責任が重すぎたり、難しかったりで逃
げ出したくなるほどです。しかし、生徒会選挙が終わってから、
選挙の意味について雑談をしていたときに、先生から「私は戦
争が嫌だからそうならないように選択をしている」という言葉
を聞いて、率直でわかりやすいと感じました。難しく考えすぎ
なくてもいいのだと気づくことができました。自分の考え方に
合う候補者に一票を投じることなのだと理解しました。
　私にとって学校は、生徒一人一人が誰からも必要とされてい
ると実感できること。大切な人達の笑顔が見られる場所であっ
て欲しいところです。生徒会役員選挙をおこなうことは、自分
たちの学校生活に関わりがあるのだと思いました。私たちは、
身近なことに常に関心をもち、行動をしていくことが大切なの
だと思います。

将来への想い　
　　高校生の声
東御清翔高等学校
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12月定例会

　12 月定例会は、11 月 26 日から 12 月 17 日まで
22 日間の会期で開催しました。
市長から提出された平成 30 年度一般会計補正

予算などの 22 件の議案を審議し、全て可決しま
した。
　また、一般質問では、22 人の議員が登壇し、
市政の課題について活発な議論が交わされまし
た。

～一般会計補正予算は23億 4714万円余の増額～

予算

小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
に
係
る
経
費
な
ど
を
計
上

平成30年度補正予算を可決

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
23
億
４
７
１
４

万
円
余
を
増
額
補
正
し
、
総

額
690
億
９
万
６
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
、
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
、
武
石
診
療
所
事
業
特
別

会
計
、
産
婦
人
科
病
院
事
業

会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
公

共
下
水
道
事
業
会
計
の
補
正

予
算
が
提
出
さ
れ
、
全
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容

（
一
般
会
計
）

◆
小
中
学
校
空
調
設
備
整
備

事
業

�

16
億
７
７
０
０
万
円

　

市
内
小
中
学
校
の
う
ち
、

エ
ア
コ
ン
が
既
に
設
置
済
み

と
設
置
基
準
に
満
た
な
い
部

屋
を
除
い
た
小
学
校
、
中
学

校
の
計
579
教
室
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
た
め
の
経
費

◆
保
育
所
施
設
整
備
事
業

�

１
４
０
０
万
円

　
市
立
保
育
園
・
幼
稚
園
の

４
歳
児
室
と
５
歳
児
室
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
係
る
経
費

◆
ふ
る
さ
と
上
田
応
援
寄
附

金
推
進
事
業�

３
千
万
円

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
及
び
記

念
品
代
等
の
追
加
計
上

◆
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
事

業�

53
万
円

　

自
治
会
か
ら
要
望
を
受
け

た
「
地
域
猫
」
の
不
妊
去
勢
手

術
費
用
負
担
金
の
追
加
計
上

◆
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

補
助
金�

６
９
１
６
万
円

　
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
が
菅
平

高
原
に
所
有
す
る
レ
タ
ス
等

の
真
空
冷
却
装
置
の
更
新
に

つ
い
て
、
国
補
助
と
あ
わ
せ

て
交
付
す
る
補
助
金

◆
「
子
ど
も
の
居
場
所
」
木

質
空
間
整
備
事
業

�

48
万
円

　
県
の
森
林
づ
く
り
県
民
税

活
用
に
よ
る
、
県
産
材
の
木

製
お
も
ち
ゃ
を
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
等
に
設
置
す
る
た

め
の
経
費

◆
教
員
住
宅
整
備
事
業

�

30
万
円

　
西
内
駐
在
所
の
移
転
改
築

に
伴
い
、
移
転
先
用
地
の
西

内
教
員
住
宅
用
地
の
測
量
及

び
地
籍
測
量
図
の
作
成
に
係

る
経
費災

害
復
旧
事
業
関
連

◆
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
事
業�

911
万
円

　
平
成
30
年
9
月
30
日
、
10

月
1
日
の
台
風
第
24
号
、
ま

た
、
同
年
7
月
9
日
豪
雨
災

害
に
伴
う
復
旧
事
業
に
係
る

経
費

◆
林
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

�

150
万
円

　

平
成
30
年
9
月
30
日
、
10

月
1
日
の
台
風
第
24
号
災
害

に
伴
う
復
旧
事
業
に
係
る
経
費

◆
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業�

847
万
円

　
平
成
30
年
7
月
6
日
豪
雨

災
害
に
伴
う
復
旧
事
業
に
係

る
経
費

◆
観
光
施
設
災
害
復
旧
事
業

�

70
万
円

　
平
成
30
年
9
月
4
日
、
5

日
の
台
風
第
21
号
災
害
に
伴

う
復
旧
事
業
に
係
る
経
費

バースコントロール　犬猫の繁殖制限。地域猫　特定の飼い主がいないものの、地域住民の認知と合意の上で共同管理されている猫。
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16
カ
所
の
公
の
施
設
の

�

指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど

�

３
件
を
可
決

債
務
負
担
行
為

◆
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業

�
２
３
０
０
万
円

　
耐
震
化
及
び
改
修
工
事
が

計
画
さ
れ
て
い
る
丸
子
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
の
実
施
設
計

に
係
る
経
費

�

（
平
成
31
年
度
ま
で
）

◆
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業�

２
６
０
０
万
円

　
固
定
資
産
税
の
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
す
る
航
空
写
真

に
よ
る
地
図
デ
ー
タ
の
更
新

を
東
御
市
と
合
同
で
実
施
す

る
た
め
の
経
費

�

（
平
成
31
年
度
ま
で
）

◆
保
育
所
建
設
事
業

�

９
２
６
０
万
円

　
丸
子
統
合
保
育
園
の
建
設

用
地
で
あ
る
「
わ
か
く
さ
幼

稚
園
」
の
園
舎
解
体
工
事
及

び
造
成
工
事
に
係
る
経
費

�

（
平
成
31
年
度
ま
で
）

◆
信
州
花
フ
ェ
ス
タ
関
連
事

　
業�

225
万
円

　

松
本
市
で
開
催
さ
れ
る
信

州
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
へ
の

出
展
に
伴
う
花
壇
設
置
に
係
る

経
費�

（
平
成
31
年
度
ま
で
）

事 件
決 議主

な
内
容

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
３
月
31
日
で
指
定
期
間
が
満
了
と
な
る
16
施
設
に
つ

い
て
、
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。（
以
下
の
表
は
今
回
可
決
さ
れ
た
施
設
）

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る�

�

基
準
を
定
め
る
条
例
中
一
部
改
正
な
ど
３
件
を
可
決

◆
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
中
一

部
改
正
」

　
省
令
の
改
正
に
よ
り
、
家

庭
的
保
育
、
小
規
模
保
育
、

事
業
所
内
保
育
事
業
等
に
お

け
る
代
替
保
育
の
提
供
を
受

け
る
連
携
先
の
施
設
の
拡
大
、

食
事
の
提
供
の
例
外
措
置
の

拡
大
及
び
延
長
が
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

◆
「
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
特
別
職
の
職
員

等
の
給
与
並
び
に
旅
費
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
中
一
部
改
正
」

　
長
野
県
人
事
委
員
会
の
給

与
改
定
勧
告
を
基
本
に
、
上

田
市
の
一
般
職
員
の
給
料
を

平
均
0.53
％
、
勤
勉
手
当
の
支

給
月
数
を
0.05
月
、
宿
日
直
手

当
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
、

併
せ
て
、
常
勤
の
特
別
職
及

び
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当

の
支
給
月
数
を
0.05
月
引
き
上

げ
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

条例

◆
「
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
中
一
部
改

正
」

　
人
事
院
規
則
の
改
定
を
基

本
に
、
夜
間
看
護
等
手
当
の

一
回
あ
た
り
の
手
当
の
額
を

引
き
上
げ
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

【
そ
の
他
可
決
し
た

�

事
件
決
議
】

・
市
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

・
市
道
路
線
の
廃
止
に

つ
い
て

施設の名称
信州国際音楽村ホールこだま

信州国際音楽村生涯学習の里研修センター

信州国際音楽村公園

上田市天下山マレットゴルフ場
上田市真田温泉
健康ランドふれあいさなだ館
上田市武石森林公園マレットゴルフ場

上田市技術研修センター

上田市塩田の館

上田市武石温泉うつくしの湯

上田市武石番所ヶ原スキー場

上田市室賀温泉スタンド
上田市農林漁業体験実習館

（愛称「室賀温泉ささらの湯」）
上田市真田農林産物展示販売施設

（愛称「新鮮市真田」）
上田市武石巣栗渓谷緑の広場

上田市相染閣（愛称「あいそめの湯」）

上田市真田地域活動支援センター

丸子地域自治センター
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総務文教委員会

産業水道委員会

●12月７日及び17日に開催し、条例案２件、予算案
９件、事件決議案１件、陳情２件の審査を行い
ました。

● 12 月 10 日に開催し、予算案３件、事件決議案
１件の審査を行いました。

常任委員会 の審査概要

一
般
会
計
補
正�

�
予
算
第
４
号

定
管
理
者
の
財
務
状
況
は

良
好
と
の
こ
と
で
あ
る
の

で
、
指
定
管
理
料
の
削
減

な
ど
の
見
直
し
を
検
討
す

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

　
　
指
定
管
理
料
は
毎
年

指
定
管
理
者
と
協
議

の
上
、
年
度
ご
と
に
協
定

を
締
結
し
て
い
る
が
、
来

年
度
も
現
状
の
指
定
管
理

料
を
維
持
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

答

　
　
小
中
学
校
の
空
調
設

備
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
来
年
の
６
月
ま
で
の

事
業
完
了
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
か
ら
厳
し
い
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
工
事
の
入
札
時

期
は
い
つ
頃
を
予
定
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
工
事
を

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
発

注
方
法
は
ど
の
よ
う
に
検

討
し
て
い
る
か
。

　
　
全
国
的
に
小
中
学
校

の
空
調
設
備
の
需
要

の
集
中
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
機
器
の
調
達
や

施
工
業
者
の
確
保
な
ど
が

困
難
と
な
る
こ
と
は
予
想

さ
れ
る
が
、
来
年
２
月
に

は
入
札
を
実
施
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

工
事
の
発
注
に
つ
い
て
は
、

工
期
を
短
縮
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
設

計
と
施
工
を
一
括
し
て
行

う
方
法
の
ほ
か
に
、
市
内

業
者
の
受
注
確
保
と
い
う

観
点
か
ら
２
、
３
校
程
度

問答

一
般
会
計
補
正�

�

予
算
第
４
号

　
　
燃
料
費
の
高
騰
に
伴

い
、
武
石
温
泉
う
つ

く
し
の
湯
管
理
運
営
委
託

料
と
岳
の
湯
温
泉
雲
渓
荘

管
理
運
営
委
託
料
を
増
額

し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
燃

料
単
価
は
ど
の
く
ら
い
高

騰
し
て
い
る
か
。

　
　
岳
の
湯
温
泉
雲
渓
荘

の
場
合
、
当
初
予
算

へ
の
計
上
単
価
と
現
在
の

単
価
を
１
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
で
比
較
す
る
と
、
重
油

問答

を
一
つ
の
工
事
と
し
て
複

数
の
工
事
に
分
け
て
発
注

す
る
方
法
も
検
討
し
て
い

る
。

　
　
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム

整
備
事
業
費
に
つ
い

て
、
来
年
４
月
か
ら
５
月

上
旬
に
か
け
て
事
業
を
行

う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

債
務
負
担
行
為
を
設
定
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
事
業

の
実
施
時
期
を
特
定
す
る

理
由
は
何
か
。

　
　
本
事
業
は
固
定
資
産

税
の
評
価
替
え
等
の

基
礎
資
料
と
し
て
航
空
写

真
を
撮
影
し
地
図
デ
ー
タ

に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
が
、
対
象
と
な
る
土
地

や
家
屋
を
明
確
に
判
別
で

き
る
季
節
と
し
て
、
春
が

最
適
で
あ
る
と
い
う
理
由

か
ら
実
施
時
期
を
特
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

公
の
施
設
の�

�

指
定
管
理
者
の
指
定

　
　
信
州
国
際
音
楽
村
関

連
施
設
に
つ
い
て
は
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
調
書

で
は
昨
年
度
以
前
か
ら
指

問答問

と
灯
油
が
約
30
円
、
レ

ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
が
約

25
円
、
軽
油
が
約
24
円
高

く
な
っ
て
い
る
。

公
の
施
設
の�

�

指
定
管
理
者
の
指
定

　
　
上
田
市
農
林
漁
業
体

験
実
習
館
（
愛
称
、

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
）

で
は
、
過
去
５
年
間
の
実

績
か
ら
利
用
料
を
100
円
値

上
げ
す
る
こ
と
で
、
収
入

が
３
千
万
円
増
え
る
計
算

と
な
る
。
ま
た
、
上
田
市

室
賀
温
泉
ス
タ
ン
ド
は
100

リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
100
円
の

単
価
設
定
で
あ
っ
て
も
年

間
300
万
円
以
上
の
売
り
上

げ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
多

く
の
需
要
が
あ
る
施
設
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
稼
げ

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
料

金
改
定
な
ど
を
視
野
に
入

れ
た
運
営
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
５
年
間
の
指
定

期
間
に
お
け
る
運
営
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
日
帰
り
温
泉
施
設
で

あ
る
上
田
市
農
林
漁

業
体
験
実
習
館
、
上
田
市

問答

真
田
温
泉
健
康
ラ
ン
ド
ふ

れ
あ
い
さ
な
だ
館
、
上
田

市
武
石
温
泉
う
つ
く
し
の

湯
、
上
田
市
相
染
閣
（
愛

称
、
あ
い
そ
め
の
湯
）
の

４
施
設
は
共
通
の
料
金
体

系
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
改
定
に
は
庁
内
で
の
協

議
が
必
要
と
な
る
が
、
平

成
31
年
10
月
に
消
費
税
率

の
改
定
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
料

金
の
改
定
を
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
上
田
市
室
賀

温
泉
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て

も
同
様
に
、
消
費
税
率
の

改
定
な
ど
を
踏
ま
え
料
金

の
改
定
を
検
討
し
て
い
く
。
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全
国
的
に
エ
ア
コ
ン
の
発

注
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
で
、
年
度
内
の
設
置
に

向
け
た
見
通
し
は
ど
う
か
。

ま
た
、
購
入
費
用
を
縮
減

す
る
た
め
、
極
力
同
じ
製

品
を
導
入
す
る
こ
と
に
対

す
る
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
保
育
園
の
所
在
地
域

ご
と
に
ま
と
め
て
発

注
す
る
な
ど
、
効
率
的
に

事
業
を
進
め
る
こ
と
で
、

年
度
内
に
工
事
が
完
了
す

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
同
じ
製
品
を
導
入

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
る
が
、
在
庫
状
況
等
を

確
認
し
な
が
ら
、
今
後
判

断
し
て
い
き
た
い
。

市
立
産
婦
人
科
病
院�

　
事
業
会
計
補
正�

�

予
算
第
２
号

　
　
医
療
窓
口
事
務
を
業

務
委
託
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
委
託
す
る
業
務

内
容
は
ど
う
か
。
ま
た
、

委
託
職
員
に
対
す
る
管
理

監
督
体
制
は
ど
う
か
。

　
　
委
託
業
務
は
、
窓
口

で
の
受
付
や
電
話
応

答問答

常任委員会 の審査概要

厚 生 委 員 会

環境建設委員会

● 12 月７日に開催し、条例案１件、予算案６件、
事件決議案１件、陳情１件の審査を行いました。

● 12 月 10 日に開催し、予算案１件、事件決議案
２件、陳情１件の審査を行いました。

家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
中
一
部
改
正

　
　

条
例
改
正
に
よ
り
、

家
庭
的
保
育
事
業
等

へ
の
新
規
参
入
が
期
待
さ

れ
る
が
、
参
入
の
動
向
等

を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
基
準
の
改
正
に
伴
う

市
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
現
時
点
で
新
規
参
入

に
関
す
る
相
談
等
は

無
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

条
例
改
正
に
よ
り
、
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
基
準
が

緩
和
さ
れ
、
新
規
参
入
が

容
易
に
な
る
が
、
こ
れ
に

よ
り
保
育
の
質
の
低
下
を

招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、

指
導
等
に
努
め
て
い
き
た

い
。一

般
会
計
補
正�

�

予
算
第
４
号

　
　
す
が
だ
い
ら
保
育
園

を
除
く
全
て
の
４
歳
、

５
歳
児
保
育
室
へ
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
た
め
の
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

問答問

一
般
会
計
補
正�

�

予
算
第
４
号

　
　
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
事
業
に
お
け
る

「
地
域
猫
」
の
管
理
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
こ
の
施
策
に

よ
る
効
果
に
つ
い
て
検
証

す
る
予
定
は
あ
る
か
。

　
　
「
地
域
猫
」
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
野
良
猫
を
捕

獲
し
、
獣
医
師
に
よ
る
不

妊
去
勢
手
術
を
施
し
た
後

に
、「
地
域
猫
」
と
し
て

問答

対
、
診
療
報
酬
の
請
求
等

で
あ
る
。
ま
た
、
毎
月
１

回
委
託
先
業
者
と
打
ち
合

わ
せ
を
行
う
こ
と
で
課
題

等
を
共
有
し
、
委
託
職
員

の
勤
務
態
勢
の
改
善
を

図
っ
て
い
る
他
、
院
内
の

全
職
員
を
対
象
と
し
た
ス

タ
ッ
フ
会
議
に
お
い
て
、

病
院
の
方
針
等
を
共
有
す

る
な
ど
、
委
託
職
員
の
接

遇
向
上
に
努
め
て
い
る
。

元
の
場
所
に
戻
し
、
地
域

の
中
で
餌
や
ふ
ん
尿
の
処

理
な
ど
が
適
切
に
行
わ
れ

て
い
る
。
不
妊
去
勢
手
術

後
す
ぐ
に
野
良
猫
の
被
害

が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
が
、
取
り
組
み
開

始
か
ら
数
年
後
に
は
野
良

猫
の
数
が
減
っ
た
と
の
県

の
報
告
が
あ
り
、
市
と
し

て
も
今
後
数
年
間
の
経
過

を
観
察
し
た
上
で
、
事
業

の
効
果
に
つ
い
て
検
証
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
信
州
花
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
９
出
展
に
伴
う

花
壇
設
置
の
た
め
の
委
託

に
係
る
経
費
は
ど
の
よ
う

に
積
算
し
た
も
の
か
。

　
　
毎
年
都
市
緑
化
フ
ェ

ア
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
実
績
を
参
考
と
し
て

見
積
を
行
っ
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
花
壇
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
現
在
丸
子
修

学
館
高
校
の
生
徒
か
ら
の

提
案
を
受
け
て
お
り
、
来

年
１
月
以
降
に
提
案
を
踏

ま
え
て
具
体
的
な
デ
ザ
イ

ン
を
決
定
し
、
詳
細
な
積

算
を
行
い
た
い
と
考
え
て

問答

い
る
。

市
道
路
線
の
認
定

　
　
今
回
対
象
と
な
る
中

之
条
64
号
線
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

　
　

現
在
は
農
道
だ
が
、

通
学
路
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
安
全
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
既
に
路
側
帯

に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設

置
す
る
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
後
も

地
元
要
望
等
を
伺
う
中
で
、

安
全
確
保
に
必
要
な
工
事

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問答
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22人の議員が市政を問う
12月定例会一般質問要旨

　
12
月
定
例
会
で
は
一
般

質
問
を
12
月
3
日
、
4
日
、

5
日
の
日
程
で
行
い
ま
し

た
。

　
掲
載
内
容
は
、
質
問
全
体

の
一
部
を
要
約
し
た
も
の
で

あ
り
、
質
問
議
員
本
人
が
作

成
し
て
い
ま
す
。

　
質
問
全
体
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
会
議
録
で
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

会
議
録
は
議
会
事
務
局
、

市
内
図
書
館
及
び
公
民
館
等

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
質
問
の
様
子

は
上
田
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

及
び
丸
子
テ
レ
ビ
放
送
の
ご

協
力
に
よ
り
、
生
放
送
及
び

録
画
放
送
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

西
沢
　
逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

資
源
循
環
型
施
設
建
設

　
　
施
設
建
設
計
画
は
、
平

成
９
年
に
全
面
改
築
し

た
清
浄
園
を
解
体
し
て
、
そ

の
用
地
を
建
設
候
補
地
と
し

て
い
る
が
、
上
田
地
域
広
域

連
合
は
、
な
ぜ
こ
の
場
所
を

建
設
候
補
地
の
適
地
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
の
か
。

　
　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

適
切
な
施
設
配
置
が
で

き
る
面
積
・
形
状
を
持
っ
た

土
地
で
、
用
地
買
収
が
不
要

な
公
共
用
地
で
あ
り
、
土
地

取
得
費
、
造
成
費
が
軽
減
で

き
る
。
次
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
再
合
成
を
防
ぐ
た
め
、

ご
み
を
焼
却
し
た
際
に
発
生

す
る
排
ガ
ス
を
急
速
に
冷
却

す
る
た
め
の
大
量
の
水
の
確

保
が
容
易
で
あ
る
。
ま
た
、

幹
線
道
路
が
周
辺
に
整
備
さ

れ
、
収
集
運
搬
効
率
に
優
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
在
の

清
浄
園
は
改
築
か
ら
20
年
以

上
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽

化
が
進
み
、
施
設
の
更
新
等

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
他

に
も
都
市
計
画
上
の
用
途
地

問答

域
と
し
て
工
業
専
用
地
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
土

砂
災
害
の
指
定
区
域
な
ど
土

地
利
用
上
の
制
限
が
少
な
く
、

焼
却
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　
　
市
長
は
今
後
、
ど
の
よ

う
な
工
程
で
、
在
任
中

こ
の
重
要
課
題
を
解
決
し
て

い
く
の
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
市
長
就

任
以
降
、
清
浄
園
用
地

で
の
現
計
画
に
「
曲
げ
る
こ

と
な
く
覚
悟
を
持
っ
て
取
り

組
む
」
と
の
決
意
を
持
っ
て

行
動
を
し
て
き
た
。
そ
の
よ

う
な
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、

私
自
身
が
地
域
に
出
向
き
、

し
っ
か
り
と
皆
さ
ま
と
向
き

合
っ
て
時
間
を
か
け
て
お
話

を
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

き
た
。
市
と
し
て
は
、
上
田

地
域
広
域
連
合
と
連
携
の
上
、

丁
寧
か
つ
着
実
に
取
り
組
み

を
進
め
て
、
早
期
建
設
を
実

現
す
る
。

問答

外
国
人
定
住
者
の
受
け
入
れ

　
　
少
子
高
齢
化
の
影
響
に

よ
る
日
本
の
労
働
者
不

足
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
外

国
人
の
受
け
入
れ
が
議
論
さ

れ
て
い
る
。
上
田
市
は
外
国

人
定
住
者
数
が
県
下
１
位
で

あ
る
こ
と
か
ら
上
田
市
独
自

の
受
け
入
れ
態
勢
を
早
期
に

検
討
、
構
築
す
る
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
る
。
外
国
籍
市

民
も
安
心
し
て
暮
ら
す
為
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
、
就
学
前
サ

ポ
ー
ト
体
制
は
ど
う
か
。

　
　
（
小
宮
山
市
民
参
加
協

働
部
長
）
上
田
市
の
多

文
化
共
生
社
会
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
上
田
市
多
文
化
共

生
推
進
協
会
（
Ａ
Ｍ
Ｕ
）
を

核
と
し
た
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
を
第
二
次
上
田
市

総
合
計
画
で
位
置
づ
け
双
方

の
連
携
、
協
力
に
よ
り
事
業

を
推
進
し
て
い
る
。
地
域
と

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
複
数
開

催
し
て
お
り
、
孤
立
し
た

方
々
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
一
助

と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
ま
た
、
就
学
前
の

問答

サ
ポ
ー
ト
体
制
は
毎
年
１
回

教
育
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し

て
い
る
。

　
　
災
害
時
、
緊
急
時
に
お

け
る
対
応
や
災
害
多
言

語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
は

ど
う
か
。

　
　
（
小
宮
山
市
民
参
加
協

働
部
長
）多
言
語
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
、
避
難
所
看
板
の

多
言
語
化
を
推
進
、
情
報
提

供
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

多
言
語
防
災
メ
ー
ル
の
普
及

に
努
め
て
い
く
。
災
害
多
言

語
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
防
災

計
画
の
見
直
し
を
検
討
す
る

な
ど
、
危
機
管
理
防
災
課
と

連
携
し
な
が
ら
設
置
に
向
け

準
備
を
進
め
る
。
消
防
緊
急

対
応
は
、
N
A
G
A
N
O
多

言
語
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
通
訳
を
介
し
た
３
者
同
時

通
話
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
Ａ
Ｉ
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

利
用

問答

一
般
質
問

飯
島
　
伴
典
議
員
（
上
志
の
風
）

ビッグデータ　情報通信技術（ＩＣＴ）の進歩によって、インターネット上で収集、分析できるようになった膨大なデータ。
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一
般
質
問

石
合
　
祐
太
議
員

ネ
ッ
ト
依
存
症
対
策

　
　
厚
生
労
働
省
は
病
的
な

ネ
ッ
ト
依
存
が
疑
わ
れ

る
中
高
生
が
全
国
で
93
万
人

に
上
る
と
の
推
計
を
発
表
し

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
上

田
市
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
（
峯
村
教
育
長
）
教
育

委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で

に
人
数
の
把
握
は
し
て
い
な

い
が
、
ゲ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
集
中
し
昼
夜
逆
転

の
生
活
と
な
っ
て
、
結
果
と

し
て
登
校
で
き
な
い
児
童
生

徒
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
依
存
と
さ
れ
る
児
童

生
徒
は
増
加
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
今

後
国
で
実
態
調
査
が
行
わ
れ
、

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
も
の
と

承
知
し
て
い
る
。

引
き
こ
も
り
の
高
齢
化

　
　
引
き
こ
も
り
の
高
齢
化

が
進
む
中
、
８
０
５
０

問
題
が
社
会
問
題
化
し
て
い

る
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
市

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

問答問

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
引
き
こ
も
り

や
ニ
ー
ト
の
よ
う
な
社
会
的

孤
立
状
態
が
長
期
化
し
て
い

る
場
合
、
問
題
自
体
が
表
に

出
づ
ら
く
、
家
族
や
本
人
の

疲
弊
に
よ
り
支
援
が
困
難
と

な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

家
族
教
室
等
の
支
援
事
業
の

さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
、
潜

在
事
例
を
で
き
る
限
り
掘
り

起
こ
す
と
と
も
に
、
新
た
な

潜
在
事
案
を
つ
く
ら
な
い
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
潜
在
事
案
の
掘
り
起
こ

し
の
た
め
に
民
生
委
員

の
活
動
が
重
要
で
あ
る
。
市

は
必
要
な
情
報
を
民
生
委
員

に
開
示
で
き
な
い
か
。

　
　
（
近
藤
福
祉
部
長
）
市

が
保
有
し
て
い
る
個
人

情
報
に
つ
い
て
、
本
人
の
同

意
が
あ
る
と
き
、
法
令
等
の

定
め
が
あ
る
と
き
、
緊
急
か

つ
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ

る
場
合
な
ど
に
外
部
に
情
報

提
供
で
き
る
こ
と
と
し
て
い

る
。 答問答

発
達
障
害
の
方
へ
の
支
援

　
　
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
こ
れ
ま
で
の
利

用
実
績
と
成
果
、
ま
た
そ
こ

か
ら
見
え
る
課
題
は
ど
う
か
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
発
達
相
談
セ

ン
タ
ー
の
相
談
件
数
は
、
平

成
22
年
度
は
506
件
、
29
年
度

は
１
８
９
６
件
と
開
所
時
の

３
倍
を
超
え
た
。
子
ど
も
の

成
長
に
切
れ
目
な
く
支
援
し

て
い
る
こ
と
が
成
果
と
い
え

る
。
課
題
は
、
早
期
に
子
ど

も
の
特
性
を
見
極
め
る
専
門

職
の
養
成
と
確
保
、
療
育
支

援
体
制
で
あ
る
。
関
係
機
関

と
連
携
し
て
体
制
づ
く
り
に

努
め
る
。

　
　
相
談
、
支
援
対
象
年
齢

を
現
在
の
18
歳
か
ら
引

き
上
げ
る
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
当
面
対
象
年

齢
の
引
き
上
げ
は
行
わ
ず
、

乳
幼
児
期
か
ら
学
齢
期
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
、

将
来
自
立
し
た
生
活
を
送
れ

問答問答

る
よ
う
、
こ
の
時
期
の
支
援

に
つ
い
て
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
大
学
を
含
め

た
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
た
い
。

体
の
性
と
心
の
性
が�

�

一
致
し
な
い
方
へ
の

�

支
援
と
人
権
教
育

　
　
同
性
で
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
認
識
し
て
い
る
関

係
で
あ
っ
て
も
、
保
険
金
の

受
け
取
り
や
携
帯
電
話
の
家

族
割
り
な
ど
の
適
用
と
な
ら

な
い
現
状
が
あ
る
。
自
治
体

の
中
に
は
環
境
改
善
に
向
け

て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

書
や
受
領
証
を
発
行
し
て
い

る
事
例
も
あ
る
が
、
市
と
し

て
も
発
行
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
教
育
、

啓
発
を
ま
ず
は
推
進
し
、

市
民
の
理
解
を
深
め
、
課
題

等
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
制
度
化
に
つ

い
て
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、

さ
ら
に
研
究
を
進
め
る
よ
う

指
示
し
た
。

問答

資
源
循
環
型
施
設
建
設

　
　
清
浄
園
に
か
わ
る
新
た

な
施
設
を
南
部
終
末
処

理
場
内
に
建
設
す
る
計
画
の

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
６
月
に

現
地
を
確
認
し
、
抜
本

的
な
対
策
を
前
倒
し
で
実
施

す
る
よ
う
担
当
部
局
に
指
示

を
行
っ
た
。
ま
た
、
11
月
21

日
に
は
下
之
条
自
治
会
を
訪

問
し
意
見
交
換
を
行
い
自
治

会
か
ら
は
、「
将
来
に
わ
た
っ

て
公
害
に
よ
る
苦
情
を
出
さ

な
い
施
設
設
計
」
や
「
施
設

稼
働
に
よ
る
公
害
の
防
止
を

定
め
た
協
定
の
締
結
」
等
に

つ
い
て
ご
要
望
が
あ
り
、
鋭

意
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

統
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
建
設
に
あ
た
り
新

た
な
委
員
会
を
設
置
し
た
が

ど
う
か
。

　
　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

資
源
循
環
型
施
設
建
設

に
お
け
る
最
重
要
課
題
は
、

公
害
の
防
止
で
あ
り
、
さ
ら

な
る
具
体
的
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
新
た
に
資
源

問答問答

循
環
型
施
設
検
討
委
員
会
を

11
月
28
日
に
開
催
し
た
。
委

員
構
成
は
、
地
元
及
び
行
政

が
推
薦
し
た
学
識
経
験
者
各

２
名
な
ど
合
計
13
名
と
な
っ

て
い
る
。
次
回
は
、
環
境
対

策
な
ど
具
体
的
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
本
格
的
に
検
討
を
始

め
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
焼
却
灰
を
埋
め
立
て
る

最
終
処
分
場
に
つ
い
て
、

隣
接
市
町
村
に
対
す
る
働
き

か
け
は
ど
う
か
。

　
　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

資
源
循
環
型
施
設
の
建

設
と
合
わ
せ
た
最
終
処
分
場

の
建
設
に
向
け
て
、
東
御
市
、

青
木
村
、
長
和
町
と
連
携
し

取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

特
定
空
き
家
対
策

　
　
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
特

定
空
き
家
の
見
解
は
ど

う
か
。

　
　
（
翠
川
都
市
建
設
部
長
）

市
民
や
自
治
会
等
か
ら

相
談
の
あ
っ
た
管
理
不
全
な

空
き
家
等
は
57
棟
あ
り
、
来

年
４
月
以
降
、
特
定
空
き
家

の
認
定
の
協
議
を
進
め
た
い
。

問答問答

一
般
質
問

池
田
　
総
一
郎
議
員
（
上
志
の
風
）

一
般
質
問

宮
下
　
省
二
議
員
（
壮
志
会
）

８０５０問題　80代の親が50代の子どもの生活を支えるという問題。パートナーシップ宣誓　性的マイノリティの方の気持ちを受け止める取
組として、双方が互いを人生のパートナーとして、日常生活において相互に協力し合うことを約束した関係であることを自治体の首長に対し
て宣誓をするもの。
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市
営
住
宅

　
　
エ
ア
コ
ン
の
設
置
、
耐

震
性
の
確
認
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
が
さ
れ
て
い
る
市

営
住
宅
の
割
合
は
ど
う
か
。

　
　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ

て
い
る
市
営
住
宅
は
無
い
が

設
置
用
コ
ン
セ
ン
ト
、ダ
ク

ト
が
あ
る
住
宅
の
割
合
は

29.8
％
、耐
震
性
を
満
た
し
て

い
る
と
判
断
で
き
る
も
の
は
、

棟
数
ベ
ー
ス
で
19.8
％
、バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
る
住

宅
は
全
体
の
14.1
％
で
あ
る
。

　
　
結
婚
支
援
策
と
し
て
市

営
住
宅
に
優
先
入
居
枠

を
あ
て
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

　
　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

市
営
住
宅
は
、
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
低
額
所
得
者

に
対
し
て
低
廉
な
家
賃
で
賃

貸
し
、
生
活
の
安
定
と
社
会

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

現
行
の
対
象
者
を
優
先
枠
と

し
て
い
く
。

問答問答

　
　
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
に
よ
る
今
後
の
建
て

替
え
に
当
た
っ
て
現
在
の
入

居
者
と
の
話
し
合
い
や
市
営

住
宅
と
併
設
す
る
複
合
化
施

設
に
つ
い
て
自
治
会
の
要
望

へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

今
後
10
年
間
で
、
緑
が

丘
北
団
地
と
緑
が
丘
西
団
地

の
統
合
建
て
替
え
、
次
に
上

田
原
第
一
団
地
と
上
田
原
第

二
団
地
の
統
合
建
て
替
え
を

計
画
し
て
い
る
。
居
住
者
の

引
っ
越
し
も
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
理
解
を
得
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。
福
祉
施
設

等
の
併
設
に
つ
い
て
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
補

助
要
件
と
し
て
、
計
画
で
は

上
田
原
団
地
が
こ
の
要
件
に

該
当
す
る
。
先
月
、
地
元
自

治
会
か
ら
要
請
が
あ
り
、
自

治
会
役
員
の
皆
さ
ま
に
長
寿

命
化
計
画
の
概
要
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
っ
た
と
こ

ろ
だ
が
、今
後
、地
域
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
必
要

と
な
る
か
、
庁
内
関
係
部
局

で
研
究
を
進
め
て
い
く
。

問答

平
成
31
年
度�

�

当
初
予
算
編
成
方
針

　
　
新
年
度
予
算
に
市
長
公

約
を
ど
う
位
置
付
け
る

か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
上
田
再

構
築
の
７
つ
の
挑
戦
を

踏
ま
え
た
重
点
分
野
に
重
点

的
な
財
源
配
分
を
行
う
。

　
　
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
の

予
算
規
模
は
ど
う
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
今
後
具

体
化
す
る
職
員
体
制
に

必
要
な
人
件
費
、
事
務
費
や

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
報
酬

な
ど
を
盛
っ
た
内
容
に
な
る
。

上
田
市
立
産
婦
人
科�

�

病
院
新
改
革
プ
ラ
ン

　
　
実
施
状
況
の
点
検
・
評

価
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未
来

部
長
）分
娩
件
数
や
外
来

患
者
数
の
増
加
等
か
ら
、経
営

に
係
る
目
標
は
自
己
評
価
で

お
お
む
ね
達
成
と
評
価
し
た
。

　
　
一
般
会
計
か
ら
の
補
助

金
と
地
方
交
付
税
の
状

況
は
ど
う
か
。

問答問答問答問

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
補
助
金
の
平

均
額
は
約
１
億
200
万
円
で
基

準
外
補
助
金
が
お
お
む
ね
８

割
、
交
付
税
は
措
置
額
全
体

で
３
千
万
か
ら
４
千
万
円
で

推
移
し
て
い
る
。

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化

　
　
来
年
10
月
予
定
の
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化

を
ど
う
評
価
す
る
か
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未
来

部
長
）
費
用
負
担
の
あ

り
方
や
枠
組
み
が
ま
だ
正
式

決
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
、
幼
児

教
育
等
の
負
担
の
軽
減
を
図

る
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら

有
効
な
施
策
の
一つ
と
考
え
る
。

子
育
て
支
援
事
業

　
　
子
育
て
支
援
事
業
の
窓

口
一
本
化
の
考
え
は
な

い
か
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
教

育
委
員
会
の
所
管
と
す
る
考

え
で
あ
る
。

答問答問答

学
校
施
設
の
維
持
管
理

　
　
小
中
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見

解
で
あ
る
か
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）
小

中
学
校
の
児
童
生
徒
数

は
、
昭
和
57
年
の
２
万
１
９

４
１
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、

平
成
30
年
５
月
１
日
時
点
の

１
万
２
３
０
２
人
と
９
６
３

９
人
も
減
少
し
て
い
る
。
今

後
も
児
童
生
徒
数
の
減
少
が

見
込
ま
れ
、
適
正
な
学
校
規

模
の
検
討
が
重
要
な
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
統
廃
合
や

施
設
の
合
理
化
だ
け
で
は
な

く
、
今
後
望
ま
し
い
教
育
の

あ
り
方
を
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド

両
面
か
ら
検
討
す
る
。

　
　
学
校
施
設
長
寿
命
化
計

画
の
早
期
策
定
は
ど
う

か
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）
長

寿
命
化
計
画
は
中
長
期

的
な
視
点
か
ら
将
来
に
渡
っ

て
持
続
的
に
安
定
し
た
施
設

の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く

た
め
の
計
画
と
な
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

問答問答

単
な
る
改
修
方
法
の
検
討
に

と
ど
ま
ら
ず
、
財
政
面
で
も

将
来
必
要
と
な
る
費
用
を
平

準
化
す
る
な
ど
し
て
着
実
に

計
画
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
教
育
委

員
会
と
し
て
も
、
今
後
実
施

す
べ
き
調
査
等
を
着
実
に
実

施
す
る
中
で
、
国
が
求
め
る

個
別
施
設
計
画
と
し
て
２
０

２
０
年
度
ま
で
に
長
寿
命
化

計
画
の
策
定
を
し
て
公
表
し

た
い
。

　
　
学
校
を
各
地
域
の
公
共

施
設
拠
点
と
し
て
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
見

解
は
ど
う
か
。

　
　
（
峯
村
教
育
長
）
小
中

学
校
は
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
を
あ
わ
せ
持
っ
て

お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
中
心
的
な
役
割
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
学

級
数
、
児
童
生
徒
数
の
適
正

規
模
や
配
置
の
検
討
、
施
設

の
改
築
需
要
を
見
据
え
、
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
基

本
に
、
次
世
代
に
過
度
な
負

担
の
な
い
よ
う
慎
重
な
判
断

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問答

一
般
質
問

林
　
和
明
　
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

佐
藤
　
清
正
議
員
（
壮
志
会
）

一
般
質
問

松
山
　
賢
太
郎
議
員
（
新
生
会
）

政策研究センター　上田市政策研究センター。平成 31 年度組織改正において、外部有識者等の専門的な知見を活用しながら、有効な政策立
案につなげることなどを目的とした市長直轄のシンクタンクとして新設を予定している。
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生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
　
こ
の
事
業
の
現
状
と
来

年
度
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

　
　
（
近
藤
福
祉
部
長
）
市

全
域
を
第
１
層
、
日
常

生
活
圏
域
を
第
２
層
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
と
協

議
体
を
設
置
し
、
地
域
資
源

の
開
発
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
こ
と
で
、
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
重
層
的
な

介
護
予
防
や
生
活
支
援
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
城
下
、
川
西
、

塩
田
の
３
地
域
を
モ
デ
ル
地

域
と
し
て
活
動
し
て
き
た
。

住
民
主
体
の
助
け
合
い
活
動

が
地
域
の
中
で
自
然
に
行
わ

れ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の

事
業
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
来
年
度
は
、
全
て

の
第
２
層
に
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
を

図
り
、
地
域
づ
く
り
の
意
識
、

方
向
性
を
統
一
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
住

問答

民
主
体
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
補
助
制
度
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

消
費
者
教
育

　
　
高
度
情
報
化
が
進
み
消

費
者
の
生
活
環
境
が
多

様
化
、
複
雑
化
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
社
会
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
が
、
一
人
の
消
費
者

と
し
て
安
全
に
自
覚
を
持
っ

て
行
動
で
き
る
よ
う
に
、
子

ど
も
の
う
ち
か
ら
段
階
的
に

消
費
者
教
育
を
充
実
さ
せ
る

考
え
は
ど
う
か
。

　
　
（
峯
村
教
育
長
）
２
０

２
０
年
度
か
ら
の
次
期

学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、

小
学
校
で
は
家
庭
科
で
売
買

契
約
の
基
礎
、
中
学
校
で
は
、

消
費
者
被
害
の
対
応
を
新
た

に
学
ぶ
。
授
業
を
工
夫
し
、

し
っ
か
り
準
備
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
と

も
連
携
し
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問答

外
国
籍
市
民
と
の
共
生

　
　

市
窓
口
で
の
外
国
籍
市

民
の
相
談
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
（
小
宮
山
市
民
参
加
協

働
部
長
）年
間
３
５
０

０
件
以
上
の
相
談
が
あ
る
。

最
近
は
定
住
化
の
進
展
か
ら

生
活
上
の
悩
み
事
相
談
が
多

い
。今
年
に
入
り
16
歳
か
ら

18
歳
の
子
ど
も
が
日
本
語
の

日
常
会
話
を
理
解
で
き
な
い

状
態
で
入
国
し
、日
本
語
教

育
を
希
望
す
る
相
談
が
増
え

て
い
る
。

　
　
子
ど
も
の
教
育
に
関
す

る
相
談
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
（
小
宮
山
市
民
参
加
協

働
部
長
）
相
談
件
数
は

昨
年
度
、
年
間
502
件
で
日
本

語
の
習
得
や
就
学
、
学
校
生

活
に
関
す
る
悩
み
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。

　
　
日
本
語
が
全
く
分
か
ら

な
い
子
ど
も
に
日
本
語

の
基
礎
を
教
え
る
東
小
学
校

の
集
中
日
本
語
教
室
の
現
状

と
課
題
は
何
か
。

　
　
（
峯
村
教
育
長
）
教
員

と
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
指
導

問答問答問答

員
の
計
２
名
が
基
礎
的
な
日

本
語
の
指
導
等
を
行
い
、
今

年
度
４
つ
の
言
語
圏
を
母
国

語
と
す
る
小
中
学
生
16
名
が

通
う
。
課
題
は
多
国
籍
の
言

語
に
対
応
で
き
る
指
導
者
の

確
保
や
学
校
ま
で
の
送
迎
に

関
し
て
保
護
者
の
協
力
と
と

も
に
雇
用
す
る
企
業
の
理
解

が
必
要
で
あ
る
。

　
　
技
能
実
習
生
等
の
資
格

で
在
留
す
る
際
、
市
と

受
け
入
れ
を
行
う
企
業
と
の

連
携
は
ど
う
か
。

　
　
（
大
矢
商
工
観
光
部
長
）

転
入
手
続
後
、
勤
務
先

の
企
業
を
把
握
で
き
て
い
な

い
。
法
改
正
に
伴
い
企
業
と

の
連
携
を
深
め
た
い
。

　
　
来
年
度
、
外
国
人
集
住

都
市
会
議
が
上
田
市
で

開
催
さ
れ
る
。
市
長
の
心
構

え
は
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
多
文
化

共
生
に
関
わ
る
唯
一
の

全
国
会
議
で
あ
り
国
の
制
度

に
影
響
を
与
え
る
組
織
で
あ

る
。
上
田
市
が
座
長
を
務
め

る
こ
と
を
好
機
と
捉
え
多
文

化
共
生
を
よ
り
推
進
し
た
い
。

問答問答

一
般
質
問

池
上
　
喜
美
子
議
員
（
公
明
党
）

傍聴者
の声

本会議を傍聴されたみなさんの声
～こんなご感想・ご意見をいただきました～

　12月定例会において、本会議を傍聴された方は延べ 73 人でした。
　傍聴された皆さんには、ご感想やご意見をアンケート用紙に記入していただいてい
ます。お寄せいただいたご感想、ご意見の一部を紹介します。

○　大変勉強になりました。これを機会に市政に対し関心を持ち、また機会があれば
傍聴したいです（70 代・男性）

○　市民の声が反映できる市政の推進をお願いします。（60 代・男性）

○　低所得者の立場に立ち熱心に質問されていて心打たれました。これからも頑張っ
てください。（70 代・男性）

一
般
質
問

半
田
　
大
介
議
員
（
公
明
党
）
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国
民
健
康
保
険

　
　
昨
年
10
月
１
日
現
在
の

短
期
保
険
証
の
窓
口
留

置
き
は
１
１
３
３
件
あ
り
、

改
善
を
求
め
て
き
た
が
、
今

年
の
件
数
と
経
過
は
ど
う
か
。

　
　
（
近
藤
福
祉
部
長
）
窓

口
交
付
は
211
世
帯
。
こ

の
抽
出
方
法
は
、
前
年
の
所

得
の
申
告
が
な
い
な
ど
生
活

実
態
が
把
握
で
き
な
い
方
で
、

督
促
状
、
催
告
書
の
送
付
な

ど
に
対
し
一
切
の
連
絡
が
な

い
方
が
中
心
で
あ
る
。
今
年

か
ら
は
低
所
得
に
よ
る
国
保

税
の
軽
減
対
象
世
帯
を
外
す

な
ど
し
て
絞
っ
て
き
て
い
る
。

　
　
滞
納
者
に
対
し
て
、
国

保
年
金
課
、
収
納
管
理

課
、
福
祉
課
が
連
携
し
て
臨

戸
訪
問
等
を
行
っ
て
生
活
相

談
に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。
現

状
と
取
り
組
み
の
考
え
方
は

ど
う
か
。

　
　
（
近
藤
福
祉
部
長
）、
国

保
年
金
課
、
収
納
管
理

課
が
連
携
し
て
き
め
細
か
い

対
応
を
し
て
い
る
。
法
で
定

問答問答

め
ら
れ
た
制
度
の
趣
旨
と
公

平
な
税
負
担
の
観
点
か
ら
、

ま
ず
は
事
情
に
つ
い
て
自
ら

相
談
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
上
田
市
の
来
年
度
の
国

保
税
は
上
げ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
基
金
の
繰
入
れ

等
も
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
均
等
割
を
下
げ
る
検
討

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
（
近
藤
福
祉
部
長
）
税

率
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

基
金
の
繰
入
れ
や
応
能
割
、

応
益
割
の
あ
り
方
を
総
合
的

に
判
断
し
、
国
保
運
営
協
議

会
に
諮
り
協
議
を
し
て
い
く
。

生
活
保
護

　
　
生
活
保
護
に
つ
い
て
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
し

お
り
は
、
正
確
で
わ
か
り
や

す
く
改
善
し
、
し
お
り
は
窓

口
へ
の
配
置
も
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
（
近
藤
福
祉
部
長
）ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
し
お
り

の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。
窓
口
へ
の
配
置
は
、
必

要
性
も
含
め
て
検
討
し
て
い

く
。 問答問答

農
産
物
を
通
じ
た�

�

姉
妹
都
市
交
流

　
　
姉
妹
都
市
等
で
物
産
展

に
参
加
し
て
い
る
が
、

各
都
市
へ
の
参
加
目
的
と
成

果
は
。

　
　
（
中
澤
農
林
部
長
）市
の

Ｐ
Ｒ
、商
品
の
販
路
開
拓
、

販
路
拡
大
、市
へ
の
誘
客
や
都

市
農
村
交
流
の
推
進
と
交
流

人
口
の
増
加
が
目
的
で
、所
沢

市
と
産
業
交
流
に
関
す
る
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協
定
の
締
結

や
、さ
い
た
ま
市
が
進
め
る
東

日
本
連
携
推
進
協
議
会
と
の

連
携
な
ど
に
発
展
し
て
い
る
。

職
員
研
修

　
　
実
務
的
で
実
地
的
な
職

員
研
修
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
、
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
職
員
像
を
目
指
し
て
い
る

の
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
上

田
市
人
材
育
成
基
本
計

画
に
掲
げ
る
４
つ
の
職
員
像

を
目
指
し
、
毎
年
職
員
研
修

計
画
を
策
定
し
て
、
職
場
内

研
修
、
職
場
外
研
修
、
自
主

問答問答

研
修
の
体
系
に
沿
っ
て
実
施

し
て
い
る
。

　
　
物
産
展
で
物
販
を
経
験

す
る
こ
と
で
理
想
的
な

職
員
像
に
近
づ
く
た
め
に
効

果
的
と
考
え
る
が
、
職
員
研

修
と
し
て
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）姉
妹

都
市
等
の
物
産
展
で
の

物
販
は
市
内
で
の
お
も
て
な

し
以
上
に
職
員
の
責
任
感
や

資
質
の
向
上
に
資
す
る
も
の

で
あ
り
、さ
ら
に
は
姉
妹
都

市
と
の
繋
が
り
や
歴
史
、文

化
を
再
認
識
で
き
る
貴
重
な

経
験
に
な
る
た
め
、今
後
の

新
規
採
用
職
員
研
修
も
含
め

職
員
研
修
の
一
環
と
し
て
関

係
部
局
と
調
整
の
上
、前
向

き
に
検
討
し
て
い
く
。

古
戦
場
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　
　
昨
年
か
ら
松
本
マ
ラ
ソ

ン
が
開
催
さ
れ
た
影
響

で
開
催
日
が
変
則
的
だ
が
今

後
の
開
催
日
は
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）
体

育
の
日
を
含
め
た
３
連

休
の
真
ん
中
の
日
曜
日
開
催

が
適
し
て
い
る
と
考
え
る
。

問答問答

プ
ラ
ご
み
の
分
別
推
進
と

ご
み
減
量
化�

ア
ク
シ
ョ
ン

　
　
プ
ラ
マ
ー
ク
つ
き
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
不
適

正
排
出
へ
の
緊
急
対
策
は
ど

う
か
。

　
　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

不
適
物
が
多
く
、
再
商

品
化
す
る
の
が
困
難
な
現
状

で
あ
る
。
市
民
が
積
極
的
に

分
別
の
適
正
化
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
中
間

処
理
業
者
が
ご
み
袋
を
手
作

業
で
選
別
し
て
い
る
状
況
を

含
め
て
情
報
提
供
等
の
周
知

強
化
を
図
る
。
ま
た
、
違
反

ご
み
の
排
出
者
の
傾
向
の
把

握
に
努
め
、
特
定
で
き
た
違

反
ご
み
の
排
出
者
へ
は
、
自

宅
訪
問
な
ど
で
、
指
導
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
「
ず
く
だ
せ
水
切
り
大

作
戦
」
と
題
し
て
家
族

ぐ
る
み
の
生
ご
み
の
水
切
り

へ
の
実
践
の
仕
組
み
づ
く
り

を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

　
　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

子
ど
も
の
体
験
を
通
じ

て
家
庭
に
お
け
る
ご
み
減
量

問答問答

意
識
の
高
揚
が
図
れ
る
こ
と

か
ら
親
し
み
や
す
い
ネ
ー
ミ

ン
グ
や
ご
当
地
キ
ャ
ラ
を
活

用
し
た
啓
発
な
ど
、
市
民
の

創
意
を
引
き
出
し
、
生
み
出

さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
で
ゴ
ミ
減

量
、
再
資
源
化
対
策
に
取
り

組
む
。

　
　
ゴ
ミ
出
し
困
難
な
高
齢

者
等
へ
の
支
援
対
策
は

ど
う
か
。

　
　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

今
後
の
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
自
助
、
共

助
、
公
助
と
い
っ
た
地
域
の

特
性
を
生
か
し
、
他
市
に
お

い
て
先
進
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
事
例
を
参
考
に
、
関

係
課
及
び
関
係
す
る
主
体
と

の
連
携
に
よ
り
、
ま
ず
は
ご

み
処
理
の
実
態
の
把
握
に
努

め
、
高
齢
者
が
健
康
で
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

社
会
の
変
化
に
即
し
た
持
続

可
能
な
支
援
体
制
づ
く
り
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
全
市
に
お
け
る
災
害
時
の

緊
急
情
報
伝
達
方
法

問答

一
般
質
問

金
子
　
和
夫
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

古
市
　
順
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

齊
藤
　
加
代
美
議
員
（
新
生
会
）
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職
員
定
数
管
理

　
　
上
田
市
で
は
市
町
村
合

併
以
降
、
行
財
政
改
革

と
し
て
職
員
定
数
の
削
減
を

着
実
に
進
め
、
平
成
17
年
に

は
１
３
３
４
人
で
あ
っ
た
職

員
数
を
10
年
後
の
平
成
27
年

に
は
１
１
８
６
人
に
ま
で
削

減
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
は
、

平
成
37
年
目
標
を
１
１
５
２

人
と
し
、
さ
ら
な
る
職
員
定

数
の
削
減
を
進
め
、
行
財
政

改
革
と
し
て
非
常
に
評
価
で

き
る
一
方
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
よ
る
業
務
の
多
様
化
な

ど
に
よ
り
職
員
定
数
の
削
減

は
限
界
を
迎
え
て
い
る
。
合

併
以
降
の
定
員
管
理
に
よ
る

人
件
費
の
削
減
効
果
は
ど
う

か
。
ま
た
、
社
会
情
勢
に
応

じ
た
柔
軟
な
職
員
定
数
管
理

の
見
直
し
が
必
要
で
な
い
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
平

成
17
年
４
月
１
日
以
降
、

116
人
職
員
を
削
減
し
、
人
件

費
は
普
通
会
計
ベ
ー
ス
で
平

成
17
年
度
と
平
成
29
年
度
の

比
較
で
５
億
４
８
０
０
万
円

余
の
削
減
で
あ
り
、
平
成
17

問答

年
度
か
ら
の
削
減
額
累
計
は

84
億
８
８
０
０
万
円
余
。
一

方
、
非
常
勤
職
員
の
賃
金
は

増
加
傾
向
で
あ
り
、
今
後
、

総
額
人
件
費
抑
制
に
努
め
る
。

職
員
定
数
管
理
は
、
増
大
す

る
行
政
需
要
な
ど
に
対
応
し
、

適
切
に
見
直
す
。

小
中
学
生
の
健
康
と�

�

基
礎
体
力
向
上

　
　

小
中
学
生
の
食
事
は
、

給
食
が
約
18
％
、
家
庭

で
の
食
事
が
約
82
％
。
食
事

の
基
礎
と
な
る
家
庭
で
の
食

事
に
お
け
る
食
育
が
重
要
と

考
え
る
。
家
庭
で
の
食
育
推

進
と
食
育
の
方
針
は
ど
う
か
。

　
　
（
峯
村
教
育
長
）、
子
ど

も
に
対
す
る
食
育
は
自

身
の
健
康
管
理
を
す
る
上
で
、

自
分
の
判
断
で
何
を
食
べ
た

ら
よ
い
か
考
え
る
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
必
要
。
家
庭

を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
学

校
で
も
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
。
な
す
べ
き
こ

と
を
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、

地
味
な
が
ら
も
こ
つ
こ
つ
と

食
育
を
推
進
し
て
い
く
。

問答

学
校
給
食

　
　

市
長
は
選
挙
期
間
中
、

「
大
規
模
化
に
は
反
対
。

現
在
自
校
給
食
が
あ
る
と
こ

ろ
は
継
続
し
、
第
一
・
第
二

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
老
朽

化
対
策
を
実
施
し
、
継
続
し

な
が
ら
や
っ
て
い
く
」
と
発

言
し
て
い
る
が
、
現
在
の
考

え
は
ど
う
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
選
挙
以

前
か
ら
、
既
に
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
統
合
す
る
と

い
う
方
針
が
教
育
委
員
会
か

ら
示
さ
れ
て
い
た
が
、
多
く

の
市
民
の
声
を
聞
く
な
か
、

私
自
身
も
、
第
一
・
第
二
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
に

つ
い
て
疑
問
を
感
じ
て
い
た
。

そ
し
て
、
現
在
の
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
や
自
校
給
食
施
設

に
つ
い
て
、
老
朽
化
対
策
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
で
き
る

だ
け
現
在
の
形
を
維
持
で
き

な
い
か
と
い
う
思
い
を
持
っ

た
こ
と
か
ら
、
市
長
就
任
後
、

教
育
委
員
会
に
対
し
て
「
給

食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
」、「
自

校
方
式
の
可
能
性
の
研
究
」

問答

に
つ
い
て
、
再
検
討
を
依
頼

し
た
経
過
が
あ
る
。

　
　
大
規
模
統
合
方
針
に
つ

い
て
は
、
正
式
に
は
撤

回
し
て
い
な
い
の
か
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
統
合

方
針
に
つ
い
て
、
見
直
し
を

す
る
か
ど
う
か
を
お
答
え
で

き
る
段
階
に
は
な
い
。

　
　
答
申
に
あ
る
「
旧
上
田

市
内
16
校
の
自
校
給
食

へ
の
転
換
」
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
の
か
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）「
自

校
方
式
の
可
能
性
の
研

究
」
に
含
ま
れ
る
内
容
で
あ

る
の
で
、
現
在
、
教
育
委
員

会
に
お
い
て
学
校
敷
地
の
状

況
や
運
営
コ
ス
ト
な
ど
を
踏

ま
え
、
総
合
的
な
視
点
か
ら

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。そ

の
他
の
質
問
項
目

・
交
通
安
全
対
策

問答問答

傍聴者
の声
（続き） ○　住民の生命財産を守るための太陽光発電施策について参考になり良かったです。

（70 代・男性）

○　学校給食について関心があったので傍聴させていただきました。市民の声を届け
て議論を深めようとしてくださっている議員さんの質問に対する市の答弁に真剣
さ、真摯に対応しているとは感じられませんでした。（40 代・女性）

本会議を傍聴されたみなさんの声
～こんなご感想・ご意見をいただきました～

一
般
質
問

佐
藤
　
論
征
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

渡
辺
　
正
博
議
員
（
日
本
共
産
党
）
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子
ど
も
の
い
じ
め
対
策

　
　
小
中
学
校
の
い
じ
め
の

件
数
や
、
今
後
の
対
策

を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
（
峯
村
教
育
長
）
平
成

29
年
度
の
い
じ
め
件
数

は
小
中
学
校
合
計
で
200
件
。

い
じ
め
防
止
に
向
け
各
学
校

で
は
教
職
員
が
組
織
的
な
対

応
を
取
っ
て
い
る
。
教
育
委

員
会
と
し
て
も
、
指
導
主
事

が
学
校
訪
問
を
行
い
学
校
の

い
じ
め
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
恒
常
的
な
支

援
を
行
う
ほ
か
、
心
の
教
室

相
談
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
で

児
童
生
徒
の
相
談
体
制
を
充

実
さ
せ
て
い
く
。

多
面
的
機
能
支
払�

�

交
付
金
事
業
の
充
実

　
　
事
業
の
成
果
と
今
後
の

推
進
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
（
中
澤
農
林
部
長
）
地

域
ぐ
る
み
で
行
う
草
刈

り
や
施
設
の
補
修
作
業
を
通

し
て
、
美
し
い
田
園
風
景
を

問答問答

み
ず
か
ら
の
手
で
保
全
し
て

い
く
と
い
っ
た
住
民
の
地
域

に
対
す
る
意
識
向
上
が
図
ら

れ
て
い
る
。
対
象
面
積
は
現

状
２
９
３
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

前
年
よ
り
１
３
６
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
増
加
し
た
。
交
付
金

も
現
状
１
億
５
４
０
０
万
円

で
、
前
年
よ
り
５
１
０
０
万

円
増
加
し
た
。
カ
バ
ー
率
も

58
％
と
拡
大
し
全
国
や
県
の

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
地

域
で
支
え
合
い
な
が
ら
農

地
・
農
業
用
施
設
の
維
持
保

全
を
図
る
本
制
度
は
、
交
付

金
と
し
て
地
域
へ
還
元
で
き

る
有
効
な
事
業
で
あ
り
、
市

と
し
て
も
さ
ら
な
る
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
推
進

　
　
市
民
や
企
業
へ
の
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
の
展
開
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
（
柳
原
政
策
企
画
部
長
）

行
政
が
保
有
す
る
公
共

デ
ー
タ
を
市
民
や
企
業
が
利

活
用
で
き
る
よ
う
広
報
等
に

記
載
し
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

利
活
用
の
拡
大
を
図
り
た
い
。

問答

住
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
た
め
の
太
陽
光�

�

発
電
施
設
の
設
置
規
制

　
　
私
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
の
改
正

に
つ
い
て
経
済
産
業
省

に
確
認
し
、
条
例
制
定
は
必

須
の
課
題
と
考
え
る
。
今
後
、

レ
ッ
ド
エ
リ
ア
内
の
計
画
中

止
を
視
野
に
、
条
例
を
制
定

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
（
翠
川
都
市
建
設
部
長
）

Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
の
改
正
に
よ

り
、立
地
を
規
制
す
る
条
例
制

定
の
意
義
、実
効
性
が
担
保
さ

れ
た
。す
で
に
国
か
ら
事
業
計

画
認
定
を
受
け
た
案
件
に
対

し
、今
後
策
定
す
る
条
例
で
規

制
的
な
内
容
を
盛
り
込
め
る
の

か
、事
業
者
の
財
産
権
や
営
業

の
自
由
に
留
意
す
る
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。現
在
、法
律
等
の
専

門
家
の
ご
意
見
を
伺
う
な
ど
、

立
地
規
制
可
能
な
条
例
に
つ
い

て
精
力
的
に
検
討
し
て
い
る
。

　
　
地
域
住
民
の
生
命
や
財

産
を
守
る
た
め
に
、
今

後
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
こ

問答問答

と
が
優
先
で
あ
り
、
立
地
規

制
可
能
な
条
例
制
定
に
つ
い

て
、
加
速
度
的
に
検
討
を
進

め
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
携
行
品

　
　
学
校
に
通
う
子
ど
も
の

荷
物
が
重
過
ぎ
て
健
康

被
害
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

私
の
独
自
調
査
で
市
内
の
複

数
の
小
学
１
年
生
の
登
下
校

時
の
荷
物
の
重
さ
は
最
大
値

で
6.8
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
結

果
を
得
た
。
荷
物
が
重
い
こ

と
の
身
体
的
な
影
響
を
教
員
、

保
護
者
等
に
周
知
し
、
負
担

の
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
（
峯
村
教
育
長
）
教
職

員
が
独
自
で
実
施
し
て

い
る
負
担
軽
減
策
や
健
康
被

害
の
理
解
を
教
職
員
間
で
共

有
し
て
い
る
か
は
疑
問
が
残

る
。
今
後
、
負
担
軽
減
策
等

の
情
報
を
収
集
し
、
全
教
職

員
と
の
共
有
化
に
努
め
て
い

く
。そ

の
他
の
質
問
項
目

・
内
水
氾
濫
対
策

問答

攻
め
の
産
業
振
興
策

　
　

合
併
前
の
上
田
市
は
全

国
の
大
都
市
と
肩
を
並

べ
、浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発

計
画
や
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
構

想
な
ど
、大
き
な
夢
を
描
き

産
業
振
興
を
図
っ
て
き
た
。市

長
の
掲
げ
る
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
T

時
代
を
勝
ち
抜
き
超
先
進
産

業
の
集
積
を
目
指
し
、現
在

政
府
で
検
討
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
特

区
、ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の

申
請
を
前
向
き
に
検
討
す
べ

き
地
域
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
早
速
、

Ａ
Ｉ
等
を
生
か
す
政
策

全
般
を
検
討
す
る
実
務
者
担

当
会
議
を
ス
タ
ー
ト
す
る
よ

う
指
示
を
出
し
た
。
Ａ
Ｉ
特

区
に
つ
い
て
必
要
な
情
報
を

収
集
し
、
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
地
元
産
業
界
と
も

連
携
を
密
に
し
検
討
し
た
い
。

出
産
育
児
一
時
金�

�

不
正
受
給
対
策

　
　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
42

万
円
が
支
払
わ
れ
る
出

産
育
児
一
時
金
を
外
国
籍
の
方

問答問

が
海
外
で
出
産
し
て
受
給
す

る
ケ
ー
ス
が
多
く
、問
題
は
本

当
に
出
産
し
た
の
か
を
行
政

の
窓
口
で
は
調
べ
よ
う
が
な
い

と
聞
く
。別
の
自
治
体
で
は
不

正
受
給
で
逮
捕
さ
れ
た
ケ
ー

ス
も
あ
る
が
、例
え
ば
海
外
の

医
師
と
結
託
し
て
う
そ
の
証

明
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
で

も
支
払
う
こ
と
に
な
る
の
か
。

ま
た
対
策
の
た
め
、新
生
児
の

住
民
登
録
を
し
た
後
に
支
給

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
（
近
藤
福
祉
部
長
）医
師

と
い
う
職
業
を
信
頼
し

て
支
給
を
し
て
い
る
。も
し

不
正
受
給
等
が
多
く
な
れ
ば
、

国
の
ほ
う
で
も
検
討
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。ま
た
、日
本
人
の
よ
う
に

在
住
資
格
を
す
ぐ
取
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。あ
く
ま
で
出

産
と
い
う
事
実
を
も
と
に
支

払
う
と
い
う
制
度
の
も
と
で

現
在
の
運
用
を
し
て
い
る
こ

と
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
外
国
籍
住
民
の
生
活
保
護

受
給

答

一
般
質
問

山
田
　
英
喜
議
員
（
上
志
の
風
）

一
般
質
問

金
井
　
清
一
議
員
（
壮
志
会
）

一
般
質
問

松
尾
　
卓
議
員
（
公
明
党
）

オープンデータ　インターネットなどを通じて誰でも自由に入手し、利用・再配布できるデータの総称。ＦＩＴ法　電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別
措置法（平成24年７月１日施行）。ＦＩＴとは「固定価格買取制度」のことで、太陽光発電のような再生可能エネルギーで発電した電気を国が決めた価格で買い取るよう、電力
会社に義務付けた制度。スーパーシティ構想　ＡＩ（人工知能）やビッグデータなどを活用した最先端都市を、政府の国家戦略特区を利用して、地域限定で実現させるという構想。
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大
規
模
な
太
陽
光
発
電

�

事
業
へ
の
立
地
規
制

　
　
大
規
模
な
太
陽
光
発
電

に
関
し
て
、
上
田
市
の

実
情
に
沿
っ
た
立
地
規
制
を

す
る
た
め
の
条
例
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
（
翠
川
都
市
建
設
部
長
）

改
正
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
で
は
、

条
例
も
含
め
た
関
係
法
令
の

遵
守
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

法
令
や
条
例
に
違
反
し
た
場

合
に
は
、
国
は
指
導
、
助
言
、

改
善
命
令
、
認
定
取
り
消
し

等
の
対
応
を
行
う
仕
組
み
と

な
り
、
条
例
を
制
定
す
る
意

義
が
大
き
く
な
っ
た
。

　
　

関
係
の
自
治
会
で
は
、

来
年
４
月
１
日
か
ら
の

条
例
施
行
を
切
望
し
て
い
る

が
、
市
長
の
決
意
は
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
立
地
を

規
制
す
る
新
た
な
条
例

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

り
、
慎
重
な
検
討
と
実
効
性

の
あ
る
条
例
の
組
み
立
て
が

必
要
と
な
る
。
関
係
の
皆
さ

ま
が
切
望
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
重
く
受
け
と
め
て
い
る
。

問答問答

現
在
、
担
当
課
を
中
心
に
市

を
挙
げ
て
、
条
例
制
定
に
向

け
た
検
討
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
応
す
る
。　

上
田
市
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
セ
ン
タ
ー
長
は
外
部
か

ら
起
用
す
る
の
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）セ
ン
タ
ー

長
の
人
選
は
、
外
部
の

登
用
も
含
め
て
、
並
行
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
る
。　

　
　
新
た
な
部
を
つ
く
る
の

か
、
職
責
は
ど
う
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
市
長
直

轄
の
組
織
を
設
け
る
場

合
は
、縦
の
ラ
イ
ン
の
「
部
」

を
設
置
す
る
方
法
や
、
ス

タ
ッ
フ
的
な
機
能
と
し
て
、

組
織
規
則
に
規
定
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
組
織
を
設
置
す
る

方
法
な
ど
が
あ
る
。
セ
ン

タ
ー
長
の
職
責
に
つ
い
て
も
、

い
ず
れ
か
の
位
置
づ
け
に
な

る
。
現
在
、
私
も
思
い
を
入

れ
な
が
ら
、
事
務
方
で
検
討

し
て
い
る
。

問答問答

学
校
給
食

　
　
学
校
給
食
施
設
の
再
検

討
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）
給

食
施
設
の
視
察
結
果
等

を
踏
ま
え
て
、
教
育
委
員
と

と
も
に
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

ま
ず
は
教
育
委
員
会
と
し
て

再
検
討
に
お
け
る
考
え
を
ま

と
め
た
上
で
市
長
と
協
議
を

行
い
た
い
。

地
対
財
特
法
、�
�

部
落
差
別
解
消
推
進
法

　
　
地
対
財
特
法
失
効
後
の

特
別
交
付
税
措
置
の
推

移
は
ど
う
か
。

　
　
（
山
口
財
政
部
長
）
４

隣
保
館
の
運
営
経
費
・

人
権
教
育
啓
発
の
経
費
等
を

積
算
し
特
別
交
付
税
の
対
象

事
業
費
と
し
て
国
に
報
告
し

て
お
り
、
合
併
時
の
平
成
18

年
度
は
７
３
０
０
万
円
、
平

成
29
年
度
は
400
万
円
余
の
措

置
額
で
あ
っ
た
。

　
　
各
種
同
和
施
策
は
終
了

す
べ
き
と
の
意
見
が
あ

る
が
、
部
落
差
別
の
解
消
の

問答問答問

推
進
に
関
す
る
法
律
の
取
り

組
み
と
あ
わ
せ
た
見
解
は
ど

う
か
。

　
　
（
小
宮
山
市
民
参
加
協

働
部
長
）
同
法
で
は
、

現
在
も
な
お
、
部
落
差
別
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
、
部
落
差
別
は
許
さ
れ

な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
こ
れ
を
解
消
す
る

こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
規
定
し
、
国
の
責
務
、
そ

し
て
地
方
公
共
団
体
の
責
務

が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

市
に
お
い
て
は
、
今
後
も
法

の
趣
旨
を
踏
ま
え
な
が
ら
部

落
差
別
の
解
消
に
向
け
、
学

校
、
地
域
、
企
業
な
ど
で
人

権
同
和
教
育
と
啓
発
を
推
進

す
る
と
と
も
に
関
係
団
体
と

の
連
携
・
協
力
に
よ
り
一
人

一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
上
田
城
紅
葉
ま
つ
り

・
Ｖ
リ
ー
グ
に
参
戦
す
る
ブ

リ
リ
ア
ン
ト
ア
リ
ー
ズ

の
支
援

答

議会を傍聴しませんか。

■議会の日程は、上田市議会ホームページをご覧いただくか、
　議会事務局へお問い合わせください。

議会では、市民の皆さんの身近な問題や上田市の予算や政策など、さまざまな事柄について、
活発な議論が交わされています。

傍聴ができる方は？⇒	 どなたでも議会の傍聴ができます。
事前の手続きは？　⇒	 市役所本庁舎５階の議会事務局で受付をして傍聴券を受け取ってください。
	 氏名などをご記入いただく必要はありません。
予約の必要は？　　⇒	 事前予約の必要はありません。
	 （ただし、大人数での傍聴にお越しの場合は事前にご相談ください。）

一
般
質
問

久
保
田
　
由
夫
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

小
坂
井
　
二
郎
議
員
（
新
生
会
）

改正ＦＩＴ法　再生可能エネルギー特別措置法の一部を改正する法律（平成 29年４月１日施行）。ＦＩＴ法の施行以降、発電を始めない事業者の増加等の課題が浮き彫りとなった
ことを踏まえて制度の見直しが行われた。地対財特法　地域改善対策特定事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律。平成14年３月31日失効。公営住宅等の建設、住宅
資金の貸し付け、道路・上下水道などハード面での環境改善事業をはじめ、中小企業への融資、福祉、教育の充実に向けたソフト面においてもさまざまな支援が全国的に実施された。
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市
民
の
声
を
生
か
す�

�

行
政
シ
ス
テ
ム

　
　
市
民
が
意
見
を
伝
え
る

ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ

る
か
。
そ
の
成
果
・
効
果
は

ど
う
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
） 

文

書
等
に
よ
る
も
の
、
対

面
等
に
よ
る
も
の
等
数
々
の

方
法
が
あ
り
さ
ま
ざ
ま
な
提

言
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に

対
話
を
深
め
市
民
の
声
を
反

映
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。
こ
れ
ま
で
の
各
種
施
策

全
て
が
成
果
で
あ
り
効
果
で

あ
る
。

　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

は
市
民
の
意
見
を
生
か

す
制
度
と
し
て
機
能
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
意
見
数
に
目

標
値
を
定
め
る
等
の
積
極
的

な
活
動
を
し
て
い
る
か
。

　
　
（
小
宮
山
市
民
参
加
協

働
部
長
）
機
能
し
て
い

る
と
考
え
る
が
、
市
民
参
加

制
度
の
一
つ
と
し
て
さ
ら
に

周
知
に
努
め
て
い
く
。
目
標

値
は
今
後
研
究
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問答問答

　
　
計
画
の
作
成
段
階
か
ら

市
民
が
参
加
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン

ト
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
そ

う
し
た
考
え
に
基
づ
き

よ
り
効
率
的
な
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
新
設
予
定
の
上
田
市
政

策
研
究
セ
ン
タ
ー
内
に

シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
市
民

研
究
員
を
置
く
考
え
は
あ
る

か
。

　
　
（
柳
原
政
策
企
画
部
長
）

研
究
員
に
は
職
員
を
基

本
的
に
考
え
て
い
る
。
市
民

の
意
見
は
別
の
形
で
聞
き
、

運
営
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

　
　
市
長
は
市
民
の
声
を
生
か

す
行
政
シ
ス
テ
ム
を
今

後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
魅
力
的

な
ま
ち
づ
く
り
に
は
参

加
と
協
働
に
よ
り
自
治
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

市
民
力
を
高
め
る
広
報
広
聴

の
効
果
的
な
取
り
組
み
、
あ

る
い
は
仕
組
み
づ
く
り
を
構

築
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答問答

上
田
市
の
目
指
す�

�

べ
き
方
向
性

　
　

市
長
が
強
い
思
い
を

持
っ
て
市
民
の
皆
さ
ま

に
示
し
た
い
上
田
市
の
目
指

す
べ
き
方
向
性
は
何
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
市
民
の

皆
さ
ま
が
自
主
的
、
主

体
的
に
地
域
課
題
を
克
服
し

よ
う
と
い
う
力
、
い
わ
ゆ
る

市
民
力
を
高
め
な
が
ら
、
人

を
育
て
る
こ
と
や
各
地
域
の

持
つ
卓
越
性
を
生
か
し
て
、

市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
。

指
定
管
理
者
制
度

　
　
指
定
管
理
料
が
支
払
わ

れ
な
く
て
も
管
理
が
成

り
立
つ
、
事
業
の
継
続
性
が

あ
る
施
設
は
あ
る
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
147

施
設
の
う
ち
31
の
施
設

は
指
定
管
理
料
を
支
払
わ
ず

に
事
業
を
継
続
で
き
て
い
る
。

　
　
事
業
の
継
続
や
民
間
等

へ
の
移
管
、
廃
止
は
ど

の
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
か
。

問答問答問

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
広

く
意
見
や
提
案
を
求
め

る
た
め
に
、
対
象
施
設
等
の

市
場
性
等
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

等
の
手
法
も
検
討
を
し
て
い

る
。公

共
施
設
と
商
店
街
や

�

利
用
者
と
の
協
働

　
　
中
心
市
街
地
活
性
化
の

拠
点
と
し
て
の
池
波
正

太
郎
真
田
太
平
記
館
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

　
　
（
大
矢
商
工
観
光
部
長
）

館
内
の
交
流
サ
ロ
ン
を

生
か
し
た
商
店
街
と
の
共
催

等
に
よ
る
催
し
の
充
実
ほ
か
、

観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
柳

町
と
の
相
互
連
携
に
よ
る
回

遊
を
促
進
す
る
仕
掛
け
が
考

え
ら
れ
る
。
中
心
市
街
地
の

活
性
化
の
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
た
め
に
、
商
店

街
と
の
よ
り
一
層
積
極
的
な

連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

答問答

一
般
質
問

井
澤
　
毅
議
員
（
新
生
会
）

パブリック・インボルブメント　公共政策・事業の推進に当たっての住民参加の一手法。関係者に対して計画当初から情報を提供し、意見を
フィードバックして計画内容を改善、合意形成を進める手法。

一
般
質
問

斉
藤
　
達
也
議
員
（
新
生
会
）

　市議会では、皆さんの要望などを請願や陳情として受け付けています。
　提出された請願や陳情は内容を審査し、採択か不採択を決定します。
■請願について
　請願は、所管する常任委員会に付託して審査を行います。その結果をもとに、本会議で結論（議決）を
出します。請願は、請願を紹介する議員が必要です。
■陳情について
　陳情は、紹介議員は必要ありません。一部を除き、受理された場合は所管する常任委員会に付託して
審査を行いますが、本会議での議決は行わず、委員会の審査結果を本会議で報告します。
■請願・陳情の記載要件
・日本語を用いること
・次のことが記載されていること
	 趣旨、提出年月日、住所及び氏名（※法人の場合はその名称及び代表者の氏名）、
	 請願・陳情者の押印、紹介議員の署名または記名・押印（※請願の場合）
■請願・陳情の趣旨説明
　請願・陳情の趣旨を明確にするために、提出者の希望によりその趣旨を説明する機会を設けています。
詳細は議会事務局にお問い合わせください。

◆ 皆さんの要望を市議会に請願・陳情できます。◆

次回の3月定例会で審議・審査する請願・陳情の提出期限は2月26日㈫の午後3時となります。
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サウンディング型市場調査　公共施設等の整備に限らず、既存施設の運営手法の検討や保有資産の活用、経費節減や市民サービス向上が期待
できる事業などハード・ソフトを問わず事業の検討に当たって、公募による直接の対話により民間事業者から意見や新しい提案等を広く求め、
市場性の有無やアイディア等を把握するための調査。

12 月定例会　陳情の審査結果
陳　情

件　名 提　出　者 審査結果

国の責任による 35 人学級推進と、教育予
算の増額を求める意見書提出に関する陳情

上田市教職員組合
執行委員長　小池広志 氏 不採択

「義務教育費国庫負担制度」の堅持を求め
る陳情

上田市教職員組合
執行委員長　小池広志 氏 不採択

資源循環型施設建設に関する陳情 茅野孝雄 氏 ほか２人 不採択

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交
替制労働の改善を求める陳情

長野県医療労働組合連合会
執行委員長　小林吟子 氏 不採択

12 月定例会　賛否の分かれた議案の賛否
○：賛成　×：反対　議：議長（議長は表決には加わりません。）

議
案
番
号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

本
会
議
結
果

石
合　
祐
太

斉
藤　
達
也

金
井　
清
一

中
村　
悠
基

松
尾　
　
卓

成
瀬　
　
拓

齊
藤
加
代
美

井
澤　
　
毅

林　
　
和
明

佐
藤　
論
征

金
子　
和
夫

原　
　
栄
一

宮
下　
省
二

飯
島　
伴
典

山
田　
英
喜

金
沢　
広
美

古
市　
順
子

小
坂
井
二
郎

土
屋　
勝
浩

松
山
賢
太
郎

西
沢　
逸
郎

尾
島　
　
勝

佐
藤　
清
正

小
林　
隆
利

池
田
総
一
郎

南
波　
清
吾

池
上
喜
美
子

半
田　
大
介

久
保
田
由
夫

渡
辺　
正
博

108 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
109 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
110 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
111 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
112 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
113 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
114 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
115 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
116 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
117 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案番号 議 案 名

議案第 108 号 上田市職員の給与に関する条例及び上田市特別職の職員等の給与並びに旅費及び費用弁償
に関する条例中一部改正について

議案第 109 号 上田市職員の特殊勤務手当に関する条例中一部改正について

議案第 110 号 平成 30 年度上田市一般会計補正予算（第５号）

議案第 111 号 平成 30 年度上田市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

議案第 112 号 平成 30 年度上田市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

議案第 113 号 平成 30 年度上田市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

議案第 114 号 平成 30 年度上田市武石診療所事業特別会計補正予算（第２号）

議案第 115 号 平成 30 年度上田市立産婦人科病院事業会計補正予算（第３号）

議案第 116 号 平成 30 年度上田市水道事業会計補正予算（第２号）

議案第 117 号 平成 30 年度上田市公共下水道事業会計補正予算（第４号）

※議員氏名の上の数字は議席番号です。
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議会トピックス
　去る１月９日（水）、東信５市議会議員研修会を開催しま
した。
　この研修会は、主に東信地域の５市議会（上田市・小諸市・
千曲市・佐久市・東御市）が地方自治の進展と地域の発展の
ため、毎年開催しているもので、今年度は上田市が主催とな
り、当日は 115名の議員及び議会事務局職員が出席しました。
　今回は、講師として一般社団法人政経倶楽部連合会の主席
顧問　林 英臣 氏をお迎えし、「幕末志士 3000人の師、佐藤
一斎と『言志録』～受け継ぐべき政治家の心得ここにあり！」
と題して、ご講演いただき充実した研修会となりました。

東信５市議会議員研修会報告

常任委員会の活動状況報告
　今年度の各委員会の主な活動状況について報告します。
　なお、行政視察の詳細は上田市議会だより第 69 号、テーマ別車座集会の詳細は本号 19 ページ及び第 70 号に掲載し
ております。

総務文教委員会
行政視察 大阪府箕面市、山口県宇部市、愛知県豊橋市 平成 30 年７月９日～ 11 日

懇 談 会
上田商工会議所建設業部会 平成 30 年８月 21 日
上田市社会福祉協議会 平成 30 年８月 24 日
公立大学法人長野大学 平成 31 年１月 22 日

テーマ別車座集会 上田市のスポーツ振興について（会場：西部公民館） 平成 30 年 11 月８日

産業水道委員会
行政視察 福井県坂井市、静岡県島田市、埼玉県春日部市 平成 30 年７月 23 日～ 25 日

懇 談 会 上田商工会議所建設業部会 平成 30 年８月 21 日
市内３商工団体商業関係役員 平成 30 年 11 月 13 日

テーマ別車座集会 中心商店街の活性化を語ろう（会場：上田市役所） 平成 30 年 10 月 15 日
所管事務調査 陣場台地の椀子ヴィンヤード、南部終末処理場 平成 30 年８月２日

厚生委員会
行政視察 東京都世田谷区、静岡県藤枝市、愛知県清須市 平成 30 年７月９日～ 11 日

懇 談 会

上田市社会福祉協議会 平成 30 年８月 10 日
上小圏域障害者就業・生活支援センター 平成 30 年 10 月９日
上田市私立保育園・認定こども園協会 平成 30 年 10 月 30 日
上田市医師会 平成 30 年 11 月９日

テーマ別車座集会 障がい者の就労支援について（会場:ふれあい福祉センター） 平成 30 年 10 月 17 日
所管事務調査 神川地区拠点施設、丸子統合保育園建設予定地 等 平成 30 年７月２日

環境建設委員会
行政視察 千葉県船橋市、宮城県栗原市、福島県伊達市 平成 30 年７月 18 日～ 20 日
懇 談 会 上田商工会議所建設業部会 平成 30 年８月 21 日

テーマ別車座集会 空き家対策について（会場：真田中央公民館） 平成 30 年 10 月 15 日
所管事務調査 下室賀最終処分場、南部週末処理場 等 平成 30 年６月 18 日

広報広聴委員会
行政視察 静岡県磐田市、愛知県犬山市、茨城県守谷市 平成 30 年８月 7 日～ 9 日

テーマ別車座集会
みなさんに議会が伝えること聞くこと

（県議会議員とのパネルディスカッション）
（会場：サントミューゼ）

平成 30 年 10 月 17 日
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上田市議会各議員連盟の活動
　上田市議会では、定例会など通常の議員活動のほか、議員連盟として任意で集まった議員が活動しています。
　現在、６つの議員連盟がありますが、今回は各連盟について紹介します。

議会トピックス 2

６. 上田市議会国道143号（青木峠新トンネル）整備促進議員連盟（議員数：30 名）
　国道143号線（青木峠新トンネル）の整備が早期に実現することにより、地域住民の安全・安心が確保され地
域経済の活性化や広域観光等の振興に寄与する道路として自動車交通の円滑化が図られるよう、整備の促進を図
ることを目的として設置しています。

１. 上田市議会スポーツ振興議員連盟（議員数：22 名）
　市内の体育施設整備に関する調査・研究をはじめ、トップアスリートの応援、ニ
ュースポーツの体験等を行ってまいりました。今期は上田市菅平高原アリーナ、湯
の丸高原高地トレーニング施設等トレーニング施設の視察をはじめ、スカイランニ
ング、女子バレーボールＶリーグに参戦するチームの皆さんとの懇談を行うなど、
上田市のスポーツ振興に向けて積極的な活動を行っています。

２. 上田市議会農業政策議員連盟（議員数：26 名）
　上田市の農政の発展、振興を目的に活動を行っています。今期は農地・担い手な
ど農業の課題を調査研究する「農地部会」、6 次産業・地産地消等に関する調査研究
を行う「連携部会」、そして外来魚など河川に関する調査研究を行う「内水面部会」
の３つの部会に分かれ活動を行っています。塩田地域の大豆乾燥施設等の視察をは
じめ、ＪＡ信州うえだ、農業法人、直売所の皆さんとの懇談会を行いました。

３. 上田市議会観光産業振興議員連盟（議員数：24 名）
　平成 28 年大河ドラマ「真田丸」放送の年、全国から地方議会の行政視察を誘致し、
当議連メンバーで結成した「おもてなし議員隊」が上田市にお越しいただいた 70
議会の皆さんを受け入れしました。また、真田家ゆかりの大阪市天王寺区、宮城県
白石市との交流をはじめ、観光振興を通じた県外との交流を行ってきました。今期
はインバウンドに関する調査研究をさらに進めてまいります。

４. 上田市議会森林・林業・林産業活性化議員連盟（議員数：27 名）
　上田市の林政が進展するよう、その政策の推進を図ることを目的として活動して
います。例年、林業の現地調査や有識者を講師とした研修会により知見を広めたり、
美ヶ原高原の保全活動に参加したりしています。今年度では、森林経営管理法等に
基づいてこれから始まる新たな森林管理システムについて勉強しました。また、長
野県が森林県であることを踏まえ、県議会や市町村議会の枠を超えて組織された、
議員連盟の長野県連絡会議にも参加しています。

５. 上田市議会ＩＣＴ推進議員連盟（議員数：16 名）
　人口減少社会において AI や IoT、情報技術やデータ分析などが重要となります。
ICT を利活用した上田市における地域の活性化・行政の情報政策推進などを目的に
新たに結成されました。毎月１回開催する定例会では、地理情報システム、プログ
ラミング教育、テレワーク等、それぞれの議員がテーマを決め研修を主催し調査研
究を行っています。また、議員向けの IT 講習会も開催しています。
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第 8回議会報告会での意見内容の紹介第 8回議会報告会での意見内容の紹介

Q　今回の議会報告会の参加者が、議員より少ないとはどういうことか。今回議員からのお誘いで参加したが、
広報不足である。関心のある人はいるので、もっと工夫をして地域住民に周知する努力が必要だ。
A　今年度は従来型の議会報告会を市内３会場に絞っている。過去７年間開催してきたが毎年参加者が減少し

てきた背景があり、今年度から新たに出前報告会を自治会２組、女性団体 1 組で開催した。
　　今回の実績を踏まえ、多くの方に参加していただきやすい開かれた議会を目指し、検討していきたい。
Q　小中学校の老朽化対策を早急に実施してほしい。また、夏の暑さ対策を早急に実施してほしい。
A　児童生徒によりよい環境で学んでもらうのは当然の願いである。老朽化した校舎の具体的な整備計画は示

されていないが、よりよい環境の校舎を整備してあげたいという思いを持っている。
　　猛暑対策として小中学校にエアコンを設置することから、設置に関する調査を今後行う。来年の夏には設

置済みの環境で授業を行ってほしいと考えている。
Q　地域内に老朽化した空き家がある。瓦が落ちてけが人が出ても責
任を取れる人がいないことから、行政代執行を行うための制度を早
急に作ってほしい。
A　市では空家等対策計画を策定中であり、計画において特定空家等

の定義も定められることになる。年度内には特定空家の指定も計画
されている。

Q　運賃低減バスの拡大をしてほしい。運転免許証返納者の交通手段は公共交通が中心であることから、公的
な支援を検討してほしい。
A　来年 9 月で、運賃低減バス実証実験が終了する。実証実験前の 1.5 倍の乗車人員の確保が目的だったが、

平成 30 年 3 月末時点では 1.2 倍の状況である。環境建設委員会では、市に対して今年 9 月定例会の一般会
計決算特別委員会において、路線バスや地域交通などの交通政策について附帯意見を付した。現状では、運
転免許証の自主返納者に対し、一人につき 1 回に限り 1 万円分のタクシー利用補助券の交付を行っている。
Q　ゴミの出し方ルール作りに対して可燃ゴミとプラスチックゴミをしっかり伝える必要がある。ご近所のゴ
ミは簡単に注意ができず、ご近所トラブルにならないように、行政がルールづくりを進めてほしい。それを
もとに伝えることが可能となる。
A　分別に関して、適正に的確に進めるように、ルール作りの必要性

も感じ、調査研究していく。
Q　上田市空家等対策計画（素案）に対するパブリックコメント募集
後の進捗状況はどうか。
A　空家対策については、先日、真田地域で開催された環境建設委員

会の車座集会でも、複数部局にまたがる複雑な課題であるため、相
談窓口を一元化して欲しいなどとの要望があった。そこで頂いたご
意見、ご要望は空家等対策協議会に伝える。

従 来 型 報 告 会

出 前 報 告 会

　市内６会場において開催した「議会報告会」では、地域の皆さんからさまざまなご意見
ご質問をいただきました。
　また、常任委員会ごとに開催した「テーマ別車座集会」では、具体的なテーマに対して
多くのご意見、ご提案をいただきました。
　それぞれいただいた貴重なご意見の一部をご紹介します。
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総務文教委員会

厚 生 委 員 会環境建設委員会

広報広聴委員会

産業水道委員会

テーマ別車座集会（厚生委員会）

テーマ :「中心商店街の活性化を語ろう」
・夜になると上田駅前を含めて商店街全体の照明が暗い

ため、明るくした方がよい。
・上田駅前は旧イトーヨーカドー跡地などに広い駐車場

はあるが、大型バスが駐車できないことから、商店街
などへ回遊してもらうには環境整備が必要である。

・年配の方は商店街の多くの店舗に入店したことがある
一方で、若者は商店街で扱っている品質のよい商品を
見たことがないのではないか。これからは多様な媒体
を活用して市民にアピールしていく必要がある。

・行政では中心商店街の空き店舗対策を行っているが、空き
店舗を減らすことが目的ではなく中心商店街の活性化が目
的である。空き店舗対策には店舗選びと誘致が必要である。

テーマ :「空き家対策について」
・所有者が施設に入所してしまい連絡を取ることができ

ない。
・境界線からはみ出た樹木の枝を伐採したいが、空き家

の所有者が分からず、処分できないため困っている。
・各地域に家屋相談員を置き、家屋を処分する人、使用し

たい人のコーディネーター役になれば空き家は少なくなる。
・市に空き家に関する専従課を設け、庁内横断的にまと

められるようにしてほしい。
・所有者不明の物件を適正な手続を経て取り壊すまで 15

年かかった。取り壊す費用が高いことや、遺産相続が
完了していないことなどが空き家となる原因であるこ
とから、行政として解体への補助を検討してほしい。

テーマ :「上田市のスポーツ振興について」
・スポーツ施設建設については、アリーナ形式の建設を

希望する。スポーツ以外のイベント、商工等が融合し
た東信地区の拠点施設があってもいいと思う。
・上田城跡公園陸上競技場は、土のトラックであるためトラック競

技の記録が出にくいことから、全天候型の整備をお願いしたい。
・中学校部活動について、団体競技の場合、一校単独で

のチーム編成が成り立たない事例がある。運動部に入
らない子どもが多くなっていることから、小学校の時
からスポーツに親しむ環境整備が必要である。
・市内にＶリーグに参戦する女子バレーボールチームが

あることを踏まえ、上田市を「バレーボールのまち」
として活性化してほしい。

テーマ :「障がい者の就労支援について」
・働き手は不足しているのが現状であり、雇用のニーズ

は高いが、障がいへの理解や障がい者の持つ特性など
に対する理解不足がある。

・職場において障がい者に関する知識や理解力がないた
め就労が進んでいないと感じる。

・長時間働き続けることはできない。短時間でも能力を
発揮することのできるワークシェアリングを希望する。
ワークシェアリングをすれば、単純な仕事だけでなく
高度な仕事ができる人も多い。

・障がい者雇用に関する講習会などを企業対象に開催し、
もっと障がい者雇用についての理解を深めてもらいたい。

テーマ :「みなさんに議会が伝えること聞くこと
（県議会議員とのパネルディスカッション）」

【上田市の魅力について】
・さまざまな市民が活動し、イベントを開催するなど市民力の

ある都市。また、市外からの転入者を受け入れる寛容性もある。
・おいしい農産物があり、晴天率が高く水がきれい。

【上田市の課題について】
・医療・福祉の充実が課題である。
・特別住みにくさは感じていないが、医療を充実してほしい。
・雇用の創出が必要である。

【将来の上田市について】
・若者が元気な市であってほしい。
・災害対策を万全にして「住みたい」と思える市になってほしい。
・AI を活用した AI 都市になってほしい。
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出前授業・講座 議場見学会
　上田市議会では、担当議員が学校に伺い、
分かりやすく説明をさせていただくことや、
学生の皆さんと意見交換を行う出前授業を募
集します。
　ぜひ、地方自治体や地方議会の授業でご活
用ください。

●内容：
　社会科、公民、政治経済などの授業の
　一環として
　・市議会議員の活動
　・市議会のしくみ、役割など

●申し込み方法：
　市内の小学校、中学校、高等学校、大学、
短期大学、専門学校からお申し込みください。
　授業・講座の日時、内容については事前に
打ち合わせをさせて頂きます。

　2020年度中に完成予定の新庁舎建設を控
え、建設から約 50 年を経過した現在の歴史
ある議場を多くの方にご覧いただくため、議
場見学会を開催いたします。大勢の皆さまの
申し込みをお待ちしています。

●見学会開催日時：
　毎週水曜日　午前 10 時から、または午後
１時 30 分から
※市議会の会期中は行いませんのでご了承
ください。なお、市議会の会期については、
電話または市議会ホームページの市議会
カレンダーでご確認ください。
※祝日等、市役所閉庁日はお受けできません。

●見学時間：
　30 分～ 40 分程度

●申し込み方法：
　おおむね見学希望日の２週間前までにグル
ープ（5名以上）でお申込みください。
※お申し込みが重なった場合、複数のグルー
プを同時にご案内する場合もございます。
※上記の曜日、時間以外での社会科見学、
団体でご希望される場合は、お電話にて
ご相談ください。

●案内等：
　担当する議員がご案内をいたします。

それぞれのお申し込み、お問い合わせは、上田市議会事務局（電話番号：22-0452）までご連絡ください。

出前授業と議場見学会を募集します

※写真はイメージです。


